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ンクの管理体系の確立を‘evidence based accession management（根拠に基づいた遺伝資源管理）’として提案
した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
ジーンバンクを代表とする生育域外（ex situ）保全と生育域内（in situ）保全の相互補完関係についての
提言を行った。本研究の結果は，多様な場面でのジーンバンクの管理運営及び遺伝資源の利用について総合
的な体系の基礎となる。今後の展開が期待され，論文は独自性が高く充実したものであると考えられる。
よって，著者は博士（生物科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
